
 

 

 

 

 

 

 

 

「褒める」ということ ・ 「叱る」ということ 

 早いもので、今年度も残すところ一月となりました。子ども達は、４月から一つ上の学年に進級します。親も教師も、

子どもには、様々なことに前向きに取り組んでほしいと思うところです。 

子どもが自主性や積極性を発揮するには、子どもに自己肯定感（ありのままの自分を受け入れている感覚）を育

むことが大切です。著名な精神科医は、「子育てで一番大切なことは、子どもの自己肯定感を育むこと」と言及され、

「褒めること」と「叱ること」を次のように述べられています。 

「褒める」とは、子どもを評価することではなく、子どものがんばりや成長を見つけ、その喜びを伝えること。大人の

褒め方が上手になると、叱ることが減る。「叱る」とは、子どもが自分も他人も大切にできるように教えること。叱るとき、

子どもの人格を否定しないために「ママは悲しい。」など大人を主語にする。感情的に怒ってしまったら、後でよいの

で「大好きだよ。」の気持ちを伝える。子どもがなかなかできないは、「今は、まだできないんだな。」と焦らず待つ。 

将来に向け、自主性や積極性を育むことは大変重要です。引き続き、保護者の皆様とともに、子ども達の自己肯定

感の育成に力を尽くしたいと思います。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所沢市立泉小学校 
令和 7年度  

 

生活目標 

１年間のまとめをしよう 

保健目標 

  1年間の生活を振り返ろう 

☆3月 2日現在       
児童数 580 名       

  

３月号 

学校教育目標 かしこく やさしく たくましく 

めざす学校像 豊かな人間関係を育み、子ども一人一人の瞳が輝く学校 

ホームページ https://izumi-e.edumap.jp    

 

 

 

2月の全校朝会   ～ 三つの喜び ～ 
 

（前段略）さて、2月になりました。・・・４月から同じクラスで一緒に過ごしてきた仲間とは、「悲しい」ことや、「嫌

だった」こともあったかもしれませんが、「うれしかった」こと、「楽しかった」ことがたくさんあったと思います。「うれ

しい」とか「楽しい」とか、まとめると「喜び」ということになりますが、今日は、「３つの喜び」という話をします。 

一つ目の喜びは何だと思いますか。・・・それは「努力してできるにようになる喜び」です。一生懸命に先生や友

達の話を聞いて算数がわかったとか、一生懸命練習をして逆上がりができるようになったとか、他にも、皆さんは、

４月から、いろいろなことに努力して、できるようになったことがたくさんあると思います。二つ目の喜びは、「困って

いる人を助けてあげられる喜び」です。授業中、校長先生がみんなの教室をまわっていると、早く問題を解けた人

が、解けなくて困っている人に、丁寧に説明している姿を見ることができます。人を助けてあげることができると、

「よいことをしたなぁ。」とか、「自分は役に立っているなぁ。」という気持ちになれますね。これが、二つ目の喜び、

「困っている人を助けてあげられる喜び」です。それでは、三つ目の喜びは何でしょうか。・・・三つ目の喜びは、

「助けた相手の笑顔を見ることができる喜び」です。逆上がりが得意な人が、できなくて困っている友達に、「こう

するとできるようになるよ。」とやり方やコツを教えてあげたり、友達の体を支えて回してあげたりします。また、休み

時間、友達の練習に付き添います。やがて、逆上がりができなかった友達ができるようになります。できるようにな

った友達は笑顔になります。教えてあげていた人は、一緒に喜んで笑顔になります。これが、「助けた相手の笑顔

を見ることができる喜び」です。三つの喜びは、どれも大切ですが、中でも、「人間」らしい喜びは、二つ目の「困っ

ている人を助けてあげられる喜び」と三つ目の「助けた相手の笑顔を見ることができる喜び」です。なぜなら、11

月の全校朝会でお話しましたが、大昔から「人間」は「人」と「人」との「間」を大切にして生きているからです。 

残り２か月、皆さんには、「人間」らしい喜び、つまり、「困っている人を助けてあげられる喜び」と「助けた相手の

笑顔を見ることができる喜び」を感じて、友達との間に笑顔があふれる関係をつくってもらいたいと思います。そし

て、１つ上の学年にふさわしい人になってほしいと思います。（後段略） 

特別支援学級の設置について 

  来年度から特別支援学級が立ち上がります。地元の子どもが皆、地元の学校に通えるようになることは、極めて大

切なことです。加えて、子ども一人一人の「認め合う、支え合う、助け合う」といった人間性を大きく前進させます。 

子ども達の仲間が増えることを活かし、本校の教育活動をより一層充実させてまいります。 



 

 

 

   

   

 

 

 

 
 
  

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の行事予定 
 

日 曜 主な行事 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 日        

２ 月 
新通学班編成  
あいさつ運動 5 5 5 5 5 5 

３ 火 
全校朝会 
授業参観懇談会６年 5 5 6 6 6 5 

４ 水 
授業参観懇談会１・３年 
６年薬物乱用教室  
ダンスクラブ発表会 

5 6 5 6 6 6 

５ 木 
授業参観懇談会５年  
クラブ・委員会なし 5 5 5 5 5 5 

６ 金 
 

5 5 6 6 6 6 

７ 土        

８ 日        

９ 月 ピカピカ大作戦(～１７日) 5 5 5 5 5 5 

10 火 賞状朝会 5 5 6 6 6 6 

11 水 和太鼓クラブ発表会 5 6 6 6 6 6 

12 木 クラブ・委員会なし 5 5 5 5 5 5 

13 金 全学年５時間授業 5 5 5 5 5 5 

14 土        

15 日        

16 月 
１・２年４時間 
３～６年５時間 4 4 5 5 5 5 

17 火 
１・２年４時間 
３～６年５時間 4 4 5 5 5 5 

18 水 
全学年４時間授業  
卒業式予行 4 4 4 4 4 4 

19 木 全学年４時間授業 4 4 4 4 4 4 

20 金 春分の日       

21 土        

22 日        

23 月 全学年４時間授業 4 4 4 4 4 4 

24 火 
１～４・６年４時間授業 
５年５時間授業  給食最終日 4 4 4 4 5 4 

25 水 
５・６年特別日課３時間 
１～４年臨時休業日 
卒業証書授与式 

    3 3 

26 木 
１～５年特別日課３時間 
６年臨時休業日  修了式 3 3 3 3 3  

27 金 学年末休業日       

28 土        

29 日        

30 月        

31 火 
 

      

 

2/27(金) 6年生 山口中学校体験入学 
 

授業を参観したり、部活動を見 

学したり、子ども達は、どの活動に 

も興味津々で参加していました。 

中学校への期待がふくらんでい 

るようでした。 

2/26(木) 6年生を送る会 
 

音楽やダンス、劇など、1～5年 

生の出し物から、6年生への感謝 

の気持ちが伝わってきました。出し 

物以外にも、似顔絵や招待状、手 

紙、アーチ、くす玉、壁面飾り、当 

日の進行などを、各学年、集会委員会、代表委員会、実

行委員会が分担して準備を進めてきました。大変心温ま

る会になりました。  

2/13(金) 不審者対応避難訓練 

「学校に侵入した不審者から身 

を守る意識を高め、具体的な対処 

方法を身に付ける」ことを目的に 

しています。過去には、大阪の小学 

校で痛ましい事件がありました。 

今年度も、立川市で教職員が傷害を負う事件がありまし

た。この訓練に限らず、安全に係る行事は極めて重要で

す。引き続き、子ども達の意識を高めてまいります。 

ひな人形が飾られています 
 

毎年、２階の渡り廊下に、本校の学校 

運営協議会委員の方が飾ってくださっ 

ています。子ども達が興味津々に眺め、 

日本の文化を感じ取っています。廊下が 

明るくなり、春の訪れを感じさせてくれて 

います。 

2/１７(火) 児童朝会・代表委員会の発表 
 

代表委員会の子ども達から全校 

児童に向けて、協力への感謝の気 

持ちなどが述べられました。しっかり 

した発表で大変感心しました。何よ 

り、この一年間、「学校をよくするの 

は自分達だ」という気概を感じました。本校の強みです。 

2/15(日)  伝統芸能発表会 
 

所沢市民文化センターミューズで 

開催されました。岩崎獅子舞保存会 

の皆様が参加しました。 泉小学校や 

山口中学校の子ども達が舞を披露し、 

会場から大きな拍手をいただきました。 

1/3１（土） 学校保健委員会 
 

「大切なからだとこころの話」と 

いうテーマで、4、5年生や保護者 

を対象に講演がありました。保護者 

の皆様からは、「性に関して家で 

話しやすくなった」「来年度も性に 

関して取り上げてほしい」などの感想をいただきました。 



 

 

 


